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オオイタドリについてオオイタドリについてオオイタドリについてオオイタドリについて

分布地域は、本州中部地方以北
（イギリス、アメリカ等）

多年草で高さは１ｍ～３ｍに達する

種子は3枚の翼があり飛散し 根は地下茎により群落を形成し拡大繁殖種子は3枚の翼があり飛散し、根は地下茎により群落を形成し拡大繁殖

鎮痛作用があり、「痛取」が名の由来

根（虎杖根）は漢方薬に

食材、ウニの養殖、和紙の原料、タバコの代用



はじめにはじめにはじめにはじめに

河川堤防に繁茂するオオイタドリ河川堤防に繁茂するオオイタドリ

●強固な根により盛土断面の阻害による決壊を引き起こす要因

●旺盛な繁殖力から他の植生を駆逐する

●堤防点検時の支障となる●堤防点検時の支障となる

イタドリを駆除し、植生回復を図る試験植生の実施



現況のイタドリ根は１０～20㎝深で匍匐

できるだけ堤防本体は壊さない状態でできるだけ堤防本体は壊さない状態で



有効的なイタドリ駆除方法の考察有効的なイタドリ駆除方法の考察有効的なイタ リ駆除方法 考察有効的なイタ リ駆除方法 考察

産 創造プ ザ 援事 も づ 援事産 創造プ ザ 援事 も づ 援事・旭川産業創造プラザ支援事業（ものづくり支援事業）・旭川産業創造プラザ支援事業（ものづくり支援事業）

●九州大学大学院●九州大学大学院 生物資源開発管理学部生物資源開発管理学部●九州大学大学院●九州大学大学院 生物資源開発管理学部生物資源開発管理学部

病原菌を葉に付着させ生育を抑制する研究病原菌を葉に付着させ生育を抑制する研究

葉を食す虫による生育抑制の研究葉を食す虫による生育抑制の研究

●北海道大学大学院●北海道大学大学院 農学研究院応用生命科学部農学研究院応用生命科学部

刈取時期が重要刈取時期が重要刈取時期が重要刈取時期が重要

イネ科、タデ科などによる競合で抑制イネ科、タデ科などによる競合で抑制

食用としては多量摂取は非常に危険食用としては多量摂取は非常に危険食用としては多量摂取は非常に危険食用としては多量摂取は非常に危険



復旧試験方法復旧試験方法復旧試験方法復旧試験方法

①ふるい工区①ふるい工区

１．スケルトンバケットにより地山をふるい掛け（１．スケルトンバケットにより地山をふるい掛け（3030㎝深）㎝深）

２ イタドリ葉茎 根 その他雑草類処分２ イタドリ葉茎 根 その他雑草類処分２．イタドリ葉茎、根、その他雑草類処分２．イタドリ葉茎、根、その他雑草類処分

３．法面整形３．法面整形

４ 吹付植生４ 吹付植生４．吹付植生４．吹付植生

②置き換え工区②置き換え工区②置 換②置 換

１．地山すき取り（１．地山すき取り（3030㎝深）㎝深）

２ すき取り土処分２ すき取り土処分２．すき取り土処分２．すき取り土処分

３．購入客土覆土法面整形（３．購入客土覆土法面整形（3030㎝深㎝深））

４ 吹付植生４ 吹付植生４．吹付植生４．吹付植生



ふるい工区ふるい工区
（浄水汚泥・堆肥種子吹付工ｔ＝3㎝）
Ａ工区

ふるい工区
（種子散布工）
Ｂ工区Ｂ工区

置き換え工区
（種子散布 ）（種子散布工）
Ｃ工区



【Ａ工区】 ①既存地山ふるい掛け

ふるい
浄水汚泥・堆肥種子吹付工浄水汚泥 堆肥種子吹付

②法面整形 ③浄水汚泥・堆肥種子吹付工



【Ｂ工区】 ①既存地山ふるい掛け

ふるい
種子散布工種子散布工

②法面整形 ③ファイバー種子散布工



スケルトンバケット
目合：６５㎜×６５㎜

深さ：３０㎝

目合：６５㎜×６５㎜



【Ｃ工区】 ①既存地山すき取り

置き換え
種子散布工種子散布工

②購入土整形 ③ファイバー種子散布工



【Ａ工区】ふるい＋浄水汚泥・堆肥種子吹付工

着工前

完成完成



【Ａ工区】ふるい＋浄水汚泥・堆肥種子吹付工

1年経過

2年経過年経



【Ｂ工区】ふるい＋種子散布工

着工前

完成完成



【Ｂ工区】ふるい＋種子散布工

1年経過 2年経過



【Ｃ工区】置き換え＋種子散布工

着工前

完成完成



【Ｃ工区】置き換え＋種子散布工

1年経過

2年経過年経



追跡調査結果追跡調査結果
【Ａ工区】ふるい＋浄水汚泥・堆肥種子吹付工

【Ｃ工区】置き換え＋種子散布工

1年後はイタドリの再発は認められなか たが1年後はイタドリの再発は認められなかったが
2年後は法面上部に再発確認

【Ｂ工区】ふるい＋種子散布工

1年経過時点でイタドリの再発確認



考察考察考察考察

○天端部等法面以外の未施工区からイタドリが侵入
○小さなイタドリ根片が残っていた



【Ａ工区】ふるい＋浄水汚泥・堆肥種子吹付工

１ ２００円/1㎡

【Ｃ工区】置き換え＋種子散布工

１，２００円/1㎡

【Ｃ工区】置き換え＋種子散布工

１，３５０円/1㎡/

Ａ工区が環境面 スト面でも優位と言えるＡ工区が環境面、コスト面でも優位と言える



今後の方針今後の方針

■ふるいのスケルトンバケット目合は適当
■ふるい深の改善■ふるい深の改善
■施工方法の改善

①既存地山ふるい（50㎝）
↓↓

②法面整形
↓↓

③1か月程度現状維持
↓↓

④取り切れなかった根から発芽したイタドリを除去
↓↓

⑤現地土壌に適した植生



まとめまとめ

■イタドリの根絶には至らなかった■イタドリの根絶には至らなかった

■抑制効果はあると考えられる■抑制効果はあると考えられる

■追跡調査期間■追跡調査期間

■施工方法の改善■施工方法の改善

■刈込時期との相乗効果■刈込時期との相乗効果



浄水汚泥・堆肥種子吹付工浄水汚泥・堆肥種子吹付工についてについて浄水汚泥 堆肥種子吹付工浄水汚泥 堆肥種子吹付工についてについて

①①シルト分が多いので 保肥力が向上するシルト分が多いので 保肥力が向上する①①シルト分が多いので、保肥力が向上する。シルト分が多いので、保肥力が向上する。

②有機質が多く含まれるため、生物性に優れている。②有機質が多く含まれるため、生物性に優れている。

③乾燥による極度な基盤材の凝縮 固化 ひび割れ③乾燥による極度な基盤材の凝縮 固化 ひび割れ③乾燥による極度な基盤材の凝縮、固化、ひび割れ③乾燥による極度な基盤材の凝縮、固化、ひび割れ

が少ないため、地山との密着度が高い。が少ないため、地山との密着度が高い。

④ が④ が④客土材の雑草根、種子の混入が少ない。④客土材の雑草根、種子の混入が少ない。

⑤養分が地中に浸透するため、根の伸長が良い。⑤養分が地中に浸透するため、根の伸長が良い。

自然環境への配慮自然環境への配慮自然環境への配慮自然環境への配慮
①バーク堆肥の肥料養分により、化学肥料を減量。①バーク堆肥の肥料養分により、化学肥料を減量。

②良質購入客土の採取が不要②良質購入客土の採取が不要②良質購入客土の採取が不要。②良質購入客土の採取が不要。



吹付後の根の状態（７０日経過）吹付後の根の状態（７０日経過）吹付後の根の状態（７０日経過）吹付後の根の状態（７０日経過）



浄水汚泥・堆肥種子吹付工浄水汚泥・堆肥種子吹付工 施工実績施工実績

平成平成1212年度年度 河川堤防法面植生回復試験業務河川堤防法面植生回復試験業務
浄水汚泥すき込み浄水汚泥すき込み 1 2001 200㎡㎡浄水汚泥すき込み工浄水汚泥すき込み工 1,2001,200㎡㎡

平成平成1313年度年度 石狩川改修工事の内石狩川改修工事の内 東旭川築堤外工事東旭川築堤外工事
（試験フィールド事業）（試験フィールド事業）33㎝㎝10,00010,000㎡㎡・・55㎝㎝3,0003,000㎡㎡

平成平成1313年度年度 石狩川改修工事の内石狩川改修工事の内 春日築堤外工事春日築堤外工事平成平成1313年度年度 石狩川改修工事の内石狩川改修工事の内 春日築堤外工事春日築堤外工事
（試験フィールド事業）（試験フィールド事業） 33㎝㎝10,00010,000㎡㎡・・55㎝㎝10,00010,000㎡㎡

平成平成1414年度年度 石狩川改修工事の内石狩川改修工事の内 石狩川外法面保護工事石狩川外法面保護工事
（試験フィールド事業）（試験フィールド事業） 33㎝㎝ 28 80028 800㎡㎡（試験フィ ルド事業）（試験フィ ルド事業） 33㎝㎝ 28,80028,800㎡㎡

平成平成1515年度～年度～ 旭川開発建設部旭川開発建設部 （一般改修）約９１３，０００㎡（一般改修）約９１３，０００㎡

札幌札幌開発建設部開発建設部 （一般改修）約２５，０００㎡（一般改修）約２５，０００㎡

旭川建設管理部旭川建設管理部 約４２，４００㎡約４２，４００㎡建設管 部建設管 部 約 ，約 ，

旭川市旭川市 約１６，８００㎡約１６，８００㎡

平成２５年度まで 合計約 １，０６０，０００㎡



法面植生被害箇所の復旧法面植生被害箇所の復旧



護岸コンクリートブロックへの応用護岸コンクリートブロックへの応用護岸コンクリートブロックへの応用護岸コンクリートブロックへの応用



般盛土築堤コンクリートブロック箇所 一般盛土築堤

ブロック吹付の植生耐久強度ブロック吹付の植生耐久強度



ＮＥＴＩＳ登録：ＨＫ－０３００２９－Ｖ


